



新 見 肇 子
エマヌエル・スウェーデンボルグ (1688–1772) のウィリアム・ブレイ
ク (1757–1827)への影響はしばしば指摘されてきた。このスウェーデンの
神学者・神秘思想家は、ブレイクの “天国と地獄の結婚” (1790–93) にお














をしているのは、“神の摂理”、“天界と地獄” および “神の愛と知恵” で、
これらは、霊的な意味の研究、自身が体験した霊的な出来事や霊的世界の











































































































































































































































































1 スウェーデンボルグの伝記的事実については、高橋和夫訳 “天界と地獄” (春
秋社、1997年)の ‘解説’ 171–175ページを参照した。
2 “神の愛と知恵” は 1788年、Nathaniel Tucker によって初めてラテン語から
英訳された。ブレイクが読んだのもこの版で、書き込みをしたテクストは現在大英
博物館にある。訳出にあたっては、1885年、スウェーデンボルグ協会から出された
John C. Ager の英訳版、Emanuel Swedenborg. Angelic Wisdom concerning Divine
Love and Wisdom (Standard Edition. West Chester, Pennsylvania: Swedenborg
Foundation, 1995) を用いた。引用した各節の末尾のカッコ内にページ数を記した。
3 “神の愛と知恵” を含めて、スウェーデンボルグの著作の思想的、神学的特質
についての解説は、Martin Lamm. Emanuel Swedenborg: The Development of His Thought
(West Chester, Pennsylvania: Swedenborg Foundation, 2000) が詳しい。
4 高橋和夫氏が指摘する “天界と地獄” の特色(上掲訳書中の ‘本書の構成と特
色’ 188ページ)は、大部分が “神の愛と知恵” にもあてはまる。
5 Blake and Swedenborg (1985) 所収の Morton D. Paley、Peter M. Buss の論文
参照。
6 ブレイクの書き込みについては、The Complete Poetry and Prose of William Blake,
ed. David V. Erdaman (rev. edn., Berkeley and Los Angeles: University of
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Blake and Swedenborg: Opposition Is True Friendship. Eds. Harvey F. Bellin and
Darrell Ruhl. West Chester, Pennsylvania: Swedenborg Foundation, 1985. 15–
34.
